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本紙に使用の写真をご希望のかたに差し上げます。市議会事務局（ ）へお問い合わせください。
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芦
屋
議
会

月

面

奥

一

般

質

問

質問 答弁

九
月
定
例
会
で
は
、
九
月
十
四
日（
水
）、

十
五
日（
木
）、
の
二
日
間
、
十
三
人
の
議

員
が
市
政
に
関
す
る
三
十
四
項
目
の
内
容

に
つ
い
て
、
通
告
順
に
質
問
を
行
い
ま
し

た
。そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

教
育
教
育

芦
屋
の
食
育
に
つ
い
て

屋
上
緑
化
に
つ
い
て

創
政
ク
ラ
ブ

幣
原

み
や

本
年
七
月
か
ら
食
育

基
本
法
が
施
行
さ
れ
て

い
る
。
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち

の
健
全
育
成
の
た
め
食
の
大
切
さ

が
注
目
さ
れ
る
中
、
当
市
の
食
育

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。
学
校

園
で
児
童
に
よ
る
野
菜
作
り
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
今
後
も
充
実
を

図
る
方
向
で
お
願
い
し
た
い
。

温
暖
化
防
止
の
た
め
市
自
ら
も

積
極
的
に
緑
化
に
取
り
組
み
、
ま

た
緑
化
の
助
成
制
度
な
ど
が
広
く

市
民
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
啓
発

活
動
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

見
解
は
い
か
が
か
。

芦
屋
市
で
は
全
て
の

幼
稚
園
や
小
学
校
で
、

野
菜
等
を
種
や
苗
か
ら
育
て
、
調

理
し
食
す
る
活
動
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も

食

に
つ
い
て
の

学
習
や
、
食
事
の
大
切
さ
を
指
導

し
て
い
き
た
い
。

屋
上
緑
化
に
つ
い
て
は
、
庭
園

都
市
推
進
の
一
環
と
し
て
、
今
後

も
設
置
可
能
な
施
設
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
緑
化
を
推
進
し
て
い
く
。

ま
た
、
緑
化
の
助
成
制
度
に
つ
い

て
は
、
利
用
案
内
や
広
報
の
環
境

特
集
号
な
ど
で
啓
発
を
行
い
、
普

及
促
進
に
努
め
て
い
く
。

学
力
テ
ス
ト
の
実
施
と
職

員
の
勤
務
時
間
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ

松
木

義
昭

学
力
テ
ス
ト
は
小
学

五
年
生
と
中
学
二
年
生

を
対
象
に
無
記
名
、
し
っ
皆
で
実

施
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
個
々
の

児
童
・
生
徒
の
学
力
や
相
対
的
な

成
績
が
分
か
ら
な
い
。
来
年
は
小

学
一
年
生
か
ら
中
学
三
年
生
ま
で

を
対
象
に
、
記
名
式
に
よ
り
主
要

全
教
科
で
実
施
す
べ
き
で
な
い
か
。

職
員
の
休
息
時
間
は
勤
務
時
間

の
始
め
と
終
わ
り
に
置
い
て
お
り
、

窓
口
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

十
五
分
ま
で
し
か
開
い
て
い
な
い
。

休
息
時
間
を
変
更
し
午
後
五
時
半

ま
で
開
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

学
力
テ
ス
ト
の
実
施

は
、
学
習
状
況
の
把
握

が
目
的
で
あ
り
、
昨
年
度
と
同
程

度
の
方
法
、
規
模
で
の
実
施
を
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
過
度
な
競
争

を
持
ち
込
む
こ
と
に
も
な
る
の
で
、

テ
ス
ト
結
果
の
本
人
・
保
護
者
へ

の
通
知
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
。

職
員
の
勤
務
時
間
の
是
正
で
は
、

休
息
時
間
を
勤
務
時
間
の
始
め
と

終
わ
り
に
置
か
な
い
こ
と
、
ま
た
、

窓
口
業
務
時
間
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
三
十
分
ま
で
と
す
る

こ
と
で
、
阪
神
間
各
市
と
調
整
を

終
え
て
い
る
。

学
校
安
全
条
例
制
定
な
ど

子
供
の
安
全
対
策
を

日
本
共
産
党

平
野

貞
雄

防
犯
上
の
学
校
安
全

対
策
で
は
、
地
域
に
よ

っ
て
守
ら
れ
る
開
か
れ
た
学
校
づ

く
り
と
の
調
和
が
重
要
で
あ
る
。

市
の
基
本
的
考
え
を
示
さ
れ
た
い
。

行
革

に
よ
る
校
務
職
員
削
減

は
、
教
師
の
負
担
増
で
安
全
対
策

に
も
支
障
と
な
り
か
ね
ず
撤
回
を
。

教
育
活
動
と
一
体
と
な
っ
た
子
供

の
安
全
確
保
の
た
め
の
専
門
職
員

の
配
置
を
。
学
校
安
全
に
お
け
る

行
政
責
任
、
行
政
・
学
校
・
地
域

が
一
体
と
な
っ
た
体
制
確
立
、
計

画
策
定
等
を
内
客
と
す
る
学
校
安

全
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

地
域
に
も
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
と
、
学
校

内
で
の
子
供
の
安
全
確
保
の
両
立

は
、
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
地
域
ぐ
る
み
の
安
全
・
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
が
、
子
供
を
犯

罪
や
事
件
か
ら
守
り
、
学
校
の
安

緑保育所で緑保育所で

全
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

校
務
職
の
削
減
は
、
原
則
欠
員

不
補
充
で
、
欠
員
は
当
分
の
間
、

過
員
と
な
る
職
員
や
再
任
用
職
員
、

民
間
委
託
な
ど
を
活
用
し
た
い
。

学
校
安
全
条
例
は
、
今
後
他
の

自
治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
必

要
性
等
を
調
査
・
検
討
し
て
い
く
。

学
校
園
、
保
育
所
の
遊
具

管
理
と
使
用
法
の
指
導
は

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

寺
前

尊
文

子
供
の
教
育
に
お
い

て
、
野
外
で
体
を
動
か

し
遊
び
を
学
ぶ
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
学
校
園
等
へ
遊

具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
管
理

を
怠
っ
た
り
遊
び
方
を
誤
れ
ば
危

険
な
場
所
と
な
る
。
遊
具
の
点
検

は
基
本
的
な
動
作
確
認
に
加
え
専

門
性
を
問
う
要
素
も
あ
り
、
安
全

基
準
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
だ
。

遊
具
の
安
全
点
検
と
、
子
供
た

ち
へ
の
使
用
方
法
の
指
導
は
ど
う

実
施
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
老

朽
化
し
て
い
る
岩
園
、
緑
保
育
所

の
総
合
遊
具
の
更
新
を
求
め
る
。

遊
具
の
安
全
基
準
を

定
め
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
設
置
場
所
や
素
材
に
よ
っ
て

条
件
が
変
わ
り
、
策
定
は
難
し
い
。

遊
具
の
安
全
点
検
は
、
毎
月
、

各
学
校
園
・
保
育
所
で
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
遊
具
の
安
全
管
理
や

適
切
な
使
用
方
法
に
つ
い
て
、
点

検
及
び
指
導
を
行
い
、
子
供
た
ち

の
健
全
な
育
成
に
努
め
て
い
く
。

修
理
や
買
い
替
え
、
安
全
確
保
の

方
策
を
検
討
し
た
上
、
必
要
に
応

じ
て
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。
今

後
の
買
い
替
え
は
、
年
次
的
に
対

応
し
て
い
く
。

福
祉
福
祉

ま
た

心
的
障
が
い

と
い
う

呼
称
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
適
合
し
た
表
現
か
ど
う
か
判
断

し
が
た
い
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、

関
係
団
体
等
の
意
見
も
聞
き
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
。

介
護
保
険
ホ
テ
ル
コ
ス
ト

徴
収
な
ど
に
つ
い
て

日
本
共
産
党

木
野
下

章

十
月
か
ら
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
や
老
人
保

健
施
設
入
所
者
に
対
し
て
、
ホ
テ

ル
コ
ス
ト
（
居
住
費
）
や
食
費
で
、

一
人
平
均
年
間
四
十
万
円
の
負
担

増
が
押
し
つ
け
ら
れ
る
。
年
金
額

を
越
え
る
負
担
で
は
、
お
金
が
な

い
か
ら
退
所
せ
ざ
る
を
得
な
い
、

入
所
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い

人
が
出
な
い
よ
う
に
市
と
し
て
の

対
応
を
求
め
る
。
ま
た
、
来
年
四

月
か
ら
の
新
予
防
給
付
に
つ
い
て

も
、
現
行
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
抑

制
に
な
ら
な
い
よ
う
に
求
め
る
。

保
険
料
の
ア
ッ
プ
も
回
避
せ
よ
。

低
所
得
者
の
利
用
者

負
担
は
、
所
得
に
応
じ

一
定
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
利
用

者
負
担
軽
減
制
度
が
見
直
さ
れ
、

軽
減
が
図
ら
れ
る
。
十
月
実
施
の

施
設
給
付
の
見
直
し
は
、
低
所
得

者
対
策
を
含
め
、
現
在
、
周
知
に

努
め
て
い
る
。
ま
た
新
予
防
給
付

は
、
今
後
も
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
よ
る
個
別
の
判
断
を
経

て
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
。
保
険
料
は
、
す
こ
や
か
長

寿
プ
ラ
ン
策
定
委
員
会
の
意
見
を

聞
く
中
で
判
断
し
て
い
く
。

障
が
い

に
つ
い
て

公
明
党

田
原

俊
彦

昨
年
の
市
議
会
で
私

は

障
害

ま
た

障

害
者

と
い
う
表
記
は
、

害

と
い
う
漢
字
を
使
用
し
て
お
り
、

こ
の
字
は

有
害

公
害

な

ど
と
使
わ
れ
ふ
さ
わ
し
く
な
い
、

害

と
い
う
字
を
ひ
ら
が
な
表

記
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
質

問
し
た
。
こ
の
間
、
検
討
し
た
結

果
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

ま
た

精
神
障
害

と
い
う
表

現
に
つ
い
て
も
、
障
が
い
者
団
体

か
ら
は
、

心
的
障
が
い

と
表

現
を
変
え
て
い
く
運
動
が
あ
る
が
、

当
局
の
見
解
は
ど
う
か
。

障
が
い

の

が

い

の
ひ
ら
が
な
表
記

に
つ
い
て
は
、
阪
神
間
各
市
等
の

状
況
を
調
査
し
た
結
果
、
積
極
的

に
表
記
を
変
更
し
て
い
る
と
こ
ろ

は
ま
だ
少
な
い
。
市
と
し
て
は
、

法
律
用
語
や
固
有
名
詞
を
除
き
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
表
記
を
変
え

て
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

建
設
・
防
災

建
設
・
防
災

現
職
市
議
会
議
員
の

違
法
建
築
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

畑
中

俊
彦

現
職
市
議
会
議
員
が

大
原
町
に
収
益
ビ
ル
を

違
法
建
築
し
て
い
る
。
当
時
、
副

議
長
の
要
職
に
い
た
こ
の
議
員
に

対
し
、
所
管
の
ト
ッ
プ
（
都
市
計

画
担
当
部
長
）
が
直
接
指
導
に
当

た
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二

年
間
以
上
も
放
置
さ
れ
て
き
た
の

は
議
員
の
特
権
な
の
か
。
当
局
は

議
員
だ
か
ら
と
い
っ
て
特
別
扱
い

し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
何
ら

か
の
圧
力
を
受
け
た
の
か
伺
う
。

違
反
建
築
に
対
す
る

行
政
指
導
に
関
し
て
、

議
員
で
あ
る
か
ら
特
別
な
扱
い
を

す
る
こ
と
は
一
切
な
い
。
当
該
建

築
物
所
有
者
か
ら
は
年
内
に
は
何

と
か
し
た
い
と
聞
い
て
お
り
、
そ

の
点
を
踏
ま
え
て
対
応
し
て
い
る

の
で
、
理
解
し
て
ほ
し
い
。

現
地
の
状
況
に
応
じ
て
、
改
良
が

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
改
良
し

て
い
く
。

ま
た
、
宅
地
内
雨
水
桝
は
、
昭

和
六
十
年
か
ら
雨
水
の
流
出
量
抑

制
の
た
め
、
阪
急
電
鉄
以
南
の
地

域
で
、
一
敷
地
当
た
り
二
カ
所
以

上
の
雨
水
浸
透
桝
の
設
置
を
指
導

し
て
き
た
。
現
在
、
約
四
十
パ
ー

セ
ン
ト
の
宅
地
で
雨
水
浸
透
桝
の

整
備
を
終
え
て
い
る
。

防
災
に
つ
い
て

公
明
党

徳
田

直
彦

本
市
を
津
波
が
襲
っ

た
場
合
、
浜
風
町
の
県

立
海
洋
体
育
館
に
置
か
れ
て
い
る

ヨ
ッ
ト
、
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
、
カ

ヌ
ー
等
が
陸
地
に
打
ち
上
げ
ら
れ

て
、
人
命
や
建
物
に
被
害
を
も
た

ら
す
心
配
が
あ
る
。
被
害
想
定
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
現
在
、
市
内
で
防
災
訓
練
、

講
習
を
行
っ
て
い
る
が
、
市
の
専

門
職
員
、
一
般
職
員
、
自
治
会
関

係
者
、
一
般
市
民
な
ど
対
象
者
ご

と
に
、
防
災
知
識
等
の
到
達
目
標

を
定
め
、
達
成
す
る
よ
う
内
容
を

変
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

県
立
海
洋
体
育
館
の

陸
置
き
の
ヨ
ッ
ト
類
は
、

地
盤
高
約
二
・
六
メ
ー
ト
ル
に
保

管
さ
れ
て
い
る
。
南
海
地
震
で
想

定
さ
れ
る
三
メ
ー
ト
ル
級
の
津
波

で
は
、
流
さ
れ
る
可
能
性
が
強
い
。

現
在
、
船
舶
に
よ
る
被
害
想
定
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
津
波
の
被
害

想
定
は
、
阪
神
南
県
民
局
を
通
じ
、

海
上
保
安
庁
・
尼
崎
港
管
理
事
務

所
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

防
災
知
識
向
上
で
は
、
防
災
士

の
資
格
を
よ
り
多
く
の
市
民
の
か

た
に
取
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

蚊
の
大
量
発
生
防
止
と
雨

水
浸
透
桝
普
及
に
つ
い
て

英
明
ク
ラ
ブ

山
田
み
ち
子

道
路
際
に
あ
る
雨
水

桝
か
ら
、
大
量
の
蚊
が

発
生
し
て
い
る
所
が
あ
る
。
雨
水

桝
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
形

状
が
様
々
で
あ
り
、
業
平
町
と
中

央
地
区
で
は
、
泥
だ
め
の
深
さ
が

異
な
っ
て
い
た
。
実
態
調
査
の
上
、

泥
だ
め
が
蚊
の
発
生
源
に
な
ら
な

い
よ
う
、
周
囲
の
実
態
に
即
し
て
、

改
良
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
宅
地
内
の
新
規
雨
水
桝

に
つ
い
て
は
、
蚊
の
発
生
防
止
と

と
も
に
、
洪
水
対
策
に
も
な
る
雨

水
浸
透
桝
の
普
及
指
導
に
努
め
て

は
ど
う
か
。

雨
水
桝
に
つ
い
て
は
、

雨
水
管
へ
土
砂
や
落
ち

葉
が
流
れ
込
む
こ
と
を
防
ぐ
た
め

に
、
泥
溜
め
は
必
要
で
あ
る
が
、

市
政
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
病
院

市
政
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
病
院

利
用
率
が
低
い
制
度
の

利
用
促
進
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

中
島

健
一

市
税
減
免
措
置
の
対

象
者
が
四
百
九
十
人
も

い
る
制
度
が
あ
り
な
が
ら
、
実
際

に
は
一
人
し
か
利
用
し
て
い
な
か

っ
た
。
申
請
が
な
け
れ
ば
制
度
を

適
用
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
申
請
主

義
の
悪
い
面
の
典
型
例
だ
。
制
度

利
用
の
判
断
は
、
最
終
的
に
は
申

請
者
だ
が
、
制
度
の
利
用
率
が
低

け
れ
ば
行
政
は
問
題
意
識
を
持
っ

て
利
用
促
進
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。
制
度
対
象
者
を
市
が
把
握
し

て
い
る
場
合
は
な
お
さ
ら
だ
。
今

後
、
利
用
率
の
低
い
制
度
に
つ
い

て
ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
。

減
免
等
の
制
度
に
つ

い
て
は
、
本
人
か
ら
の

申
請
が
な
い
限
り
該
当
者
の
把
握

が
難
し
い
も
の
が
多
い
。
市
が
該

当
者
を
把
握
し
て
お
り
、
か
つ
申

請
の
少
な
い
制
度
は
少
な
い
と
考

え
て
い
る
。

各
種
申
請
制
度
に
つ
い
て
は
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
窓
口
で

の
説
明
な
ど
周
知
に
努
め
て
い
る
。

利
用
者
数
の
少
な
い
制
度
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
利
用
促
進
を
図
れ

る
よ
う
積
極
的
に
工
夫
し
て
い
き

た
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
に

積
極
的
に
取
り
組
め

新
社
会
党

前
田

辰
一

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

は
深
刻
だ
。
阪
神
淡
路

大
震
災
時
の
家
屋
倒
壊
や
解
体
で

の
ば
く
露
が
問
題
だ
が
、
当
時
の

環
境
調
査
や
対
応
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

今
後
ア
ス
ベ
ス

ト
使
用
建
材
等
の
解
体
が
予
想
さ

れ
る
。
法
・
条
例
な
ど
で
一
定
の

規
制
が
あ
る
が
隙
間
が
あ
る
。
解

体
時
の
立
ち
入
り
や
細
や
か
な
市

独
自
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
市
民
啓
発

が
必
要
。

健
康
被
害
の
多
発
は

こ
れ
か
ら
で
は
な
い
か
。
市
と
し

て
持
続
性
の
あ
る
統
合
的
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。
見
解
は
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
一

般
大
気
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
等
、
い
ず
れ
の
調
査
で

も
、
大
気
汚
染
防
止
法
の
規
制
基

準
値
以
下
で
あ
り
、
特
に
問
題
は

な
か
っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

基
準
に
適
合
し
た
工
事
・
処
理
が

徹
底
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
啓
発
に

努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ

立
入
検
査
を
実
施
し
て
い
く
。

引
き
続
き
ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る

健
診
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
現

在

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
連
絡
調
整

会
議

を
設
置
し
、
総
合
的
な
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

公
共
料
金
値
上
げ
や
め
よ

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
求
め
る

日
本
共
産
党

田
中

え
み
こ

市
は

行
政
改
革

の
名
で
福
祉
金
カ
ッ
ト

や
幼
稚
園
・
学
童
保
育
の
料
金
値

上
げ
な
ど
年
間
三
億
二
千
万
円
も

の
市
民
負
担
増
を
押
し
付
け
た
。

今
後
さ
ら
に
国
保
料
、
介
護
保
険

料
、
水
道
料
等
の
値
上
げ
を
見
込

ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
。
市
民

に

痛
み

押
し
付
け
は
や
め
よ
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実
態
を
把

握
し
市
民
に
公
表
せ
よ
。
ア
ス
ベ

ス
ト
に
関
す
る
健
康
調
査
を
費
用

負
担
な
し
に
継
続
実
施
す
べ
き
だ
。

保
健
セ
ン
タ
ー
や
市
立
病
院
で
健

診
・
治
療
体
制
の
拡
充
を
。

使
用
料
、
手
数
料
は
、

適
正
な
受
益
者
負
担
が

原
則
で
あ
り
、
今
後
も
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用
実
態
に
つ

い
て
は
、
経
済
産
業
省
が
ア
ス
ベ

ス
ト
製
品
の
生
産
実
態
を
公
表
し

て
お
り
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
の
リ
ン
ク
を
検
討
し
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
健
診
は
次

年
度
以
降
も
引
き
続
き
実
施
し
て

い
く
。
ま
た
、
芦
屋
病
院
に
は
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
し
て
専
門
的
な

医
療
知
識
を
有
す
る
医
師
が
お
り
、

今
後
も
技
術
向
上
に
努
め
る
。

市
民
の
命
を
守
る
芦
屋
病

院
の
あ
り
方
に
つ
い
て

新
社
会
党

山
口

み
さ
え

芦
屋
病
院
の
患
者
数

が
、
入
院
・
外
来
と
も

激
減
し
て
い
る
が
、
原
因
は
何
か
。

入
院
患
者
獲
得
の
た
め
、
十
年
前

に
南
館
の
大
規
模
改
修
を
行
っ
た

が
、
現
在
二
階
を
閉
鎖
し
三
階
を

十
二
床
削
減
す
る
理
由
は
何
か
。

チ
ー
ム
医
療
を
重
視
し
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
良
質
で
親
切
・

安
心
な
医
療
の
提
供
を
、
と
言
い

な
が
ら
来
年
４
月
か
ら
看
護
助
手

を
民
間
委
託
し
、
長
年
働
き
続
け

て
き
た
十
五
人
を
首
に
す
る
の
は

い
か
が
な
も
の
か
。
ア
ス
ベ
ス
ト

疾
患
の
患
者
受
け
入
れ
は
万
全
か
。

市
立
芦
屋
病
院
の
患

者
数
の
減
少
は
、
ひ
尿

器
科
の
休
診
と
耳
鼻
い
ん
こ
う
科

・
眼
科
に
正
規
医
師
が
配
置
で
き

な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
看
護

助
手
の
民
間
委
託
は
、
経
営
健
全

化
対
策
の
中
で
、
病
院
業
務
全
体

を
見
直
し
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
委
託
化
を
進
め
て
い
る
。
嘱

託
職
員
労
働
組
合
と
も
誠
意
を
持

っ
て
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
に
は
、
専
門

的
な
医
療
知
識
を
有
す
る
医
師
が

お
り
、
化
学
療
法
等
の
治
療
が
可

能
で
あ
る
。

緑保育所で緑保育所で

前田公園で前田公園で

緑保育所で緑保育所で

緑保育所で緑保育所で

浜風夢保育園（定員 人、社会福祉法人 夢工房 運営）が平成
年 月１日（土）、浜風小学校内に開園しました。
これに先立ち、８月 日（水）、民生文教常任委員会（寺前尊文

委員長）は委員協議会を開催し、今回開園した浜風小学校空き教
室を利用した保育園と、旧山手幼稚園跡に開設予定の民間保育園
について、運営法人の誘致と選定結果の報告を受けました。保育
園開設の応募は９法人からあり、市は、学識経験者、保育関係者、

関係者等で構成する選考委員会で選考し、尼崎市にある社

会福祉法人 夢工房 を選定しました。今回選ばれた法人が平成
年４月、旧山手幼稚園跡に定員 人の保育園を開園する予定

です。
委員は、選考の透明性や該当法人の保育所の運営理念、事業内

容、保育士の配置基準などを質問し、多様化している保育ニーズ
に対応できるようにしてほしいと要望しました。これに対し市は、
通常の保育以外に民間特有の多彩な保育事業の展開を重視して選
考したとの説明がありました。浜風夢保育園浜風夢保育園

民生文教常任委員会が民間保育園誘致について調査
浜風小学校内に浜風夢保育園がオープンしました

民生文教常任委員会が民間保育園誘致について調査
浜風小学校内に浜風夢保育園がオープンしました

行財政改革調査特別委員会（徳田直彦委員長）は、８月
日（水）に委員会を開催し、平成 年度の行政改革実績
報告と、平成 年度からの行政改革実施計画及び長期財
政収支見込みについて説明を受けました。
当局の説明では、平成 年度の行政改革の実績は、

億 万円で、計画額の 億 万円を超える効果額
を上げた。また、長期財政収支見込みでは、平成 年度
から一般財源ベースで単年度黒字となると予測している

とのことでした。この収支見込みのとおりに推移すると、
本市は財政再建準用団体には転落しなくてすむ。しかし、
三位一体改革や国の構造改革の動向の見通しがつかない
こと、市職員の給与の減額を実施しているがどこまで続
けられるのか。また、小学校校舎の耐震化や消防庁舎の
建てかえ、社会教育施設の老朽化に伴う改修など支出を
伴う多くの課題があり、楽観は許されないというもので
した。

行財政改革調査特別委員会から

平成 年度の行政改革実績報告など説明を受ける
行財政改革調査特別委員会から

平成 年度の行政改革実績報告など説明を受ける
本特別委員会は、昨年９月に委員９人で設置し、 財
政収支見込み並びに行政改革実施計画の各項目の進捗状
況の調査、 行政改革の各項目実施に当たっての当局の
取り組み姿勢、問題点等に対する指摘や改善策等につい
ての調査、 財政再建団体への転落を回避するため、議
会として取り組むことができる方策等の調査を調査項目
として活動してきました。これまでは主に市の行政改革
実施計画の 項目について調査を進めてきましたが、今
後は、今回示された行政改革実施計画について、昨年の
実施計画から変更されている点を中心に調査を行うとと
もに、議会として取り組むことができる方策等の調査を
行っていきます。


